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特
集
：
何
を
問
う
？  

令
和
の
米
騒
動

〔
巻 

頭 
論 
文
〕

“
令
和
の
米
騒
動
〟
が
突
き
付
け
た
食
料
安
全
保
障
実
現
への
課
題

会
員
　
下
山　

隆
雄

米
騒
動
の
混
乱
か
ら
二
度
目
の
出
来
秋

　

二
〇
二
五
年
産
米
の
出
来
秋
を
迎
え
た
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
小
売
店
の
棚
か
ら
一
時
主
食
用
米
が
消
え
た
二
四
年
八

月
の
“
令
和
の
米
騒
動
〟
か
ら
二
回
目
の
収
穫
期
と
な
る
。
農
林
水
産
省
は
、
二
五
年
産
の
主
食
用
米
生
産
量
が

二
四
年
産
比
五
六
万
㌧
増
の
七
三
五
万
㌧
に
な
る
と
の
見
通
し
を
示
し
て
お
り
、
二
六
年
六
月
末
の
民
間
在
庫
量
は

適
正
と
さ
れ
る
水
準
を
上
回
る
二
〇
〇
万
㌧
超
え
も
見
込
ま
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
れ
ば
需
給
緩
和
が

懸
念
さ
れ
る
環
境
に
あ
る
。
し
か
し
、
二
四
年
産
以
上
に
二
五
年
産
米
の
集
荷
競
争
は
過
熱
し
て
お
り
、
報
道
に
よ

る
と
、
各
地
の
Ｊ
Ａ
が
生
産
者
に
示
す
六
〇
㌔
当
た
り
の
概
算
金
は
昨
年
産
を
上
回
る
二
万
円
台
後
半
か
ら
三
万
円

台
前
半
と
な
り
、
商
系
の
動
き
に
応
じ
て
概
算
金
を
追
加
す
る
と
の
発
表
も
相
次
ぐ
状
況
だ
。
当
初
八
月
末
を
期
限

と
し
た
政
府
備
蓄
米
の
販
売
は
、
引
き
渡
し
の
遅
延
を
理
由
に
販
売
継
続
が
許
容
さ
れ
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
頭
に

は
、
精
米
五
㌔
当
た
り
で
二
千
円
台
の
備
蓄
米
、
三
千
円
台
の
ブ
レ
ン
ド
米
と
輸
入
米
、
四
千
円
か
ら
五
千
円
と
な

っ
た
国
内
産
地
の
銘
柄
米
が
並
ぶ
。
こ
う
し
た
中
、
農
林
水
産
省
は
、
米
の
作
況
指
数
は
当
年
産
生
産
量
の
多
寡
と

誤
解
さ
れ
や
す
い
な
ど
と
し
て
六
月
に
公
表
廃
止
を
発
表
し
、
七
月
末
の
食
糧
部
会
で
は
、
需
要
実
績
（
二
四
／

二
五
年
）
と
需
要
見
通
し
（
二
五
／
二
六
年
）
に
つ
い
て
精
度
向
上
を
図
る
と
し
て
提
示
を
先
送
り
し
た
。
仕
切
り

直
し
の
需
要
実
績
、
需
要
見
通
し
の
提
示
と
需
給
の
安
定
化
に
向
け
た
対
応
の
具
体
策
は
、
こ
の
巻
頭
論
文
を
ま
と

め
る
九
月
一
五
日
時
点
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

改
正
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
は
二
四
年
五
月
に
成
立
し
、
同
年
六
月
に
公
布
、
施
行
さ
れ
た
。
基
本
理
念
に

「
食
料
安
全
保
障
」
を
規
定
し
、「
良
質
な
食
料
が
合
理
的
な
価
格
で
安
定
的
に
供
給
さ
れ
、
か
つ
、
国
民
一
人
一
人

が
こ
れ
を
入
手
で
き
る
状
態
」
と
定
義
し
た
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
二
五
年
五
月
に
は
五
年
後
の
目
標
値
や
具
体

策
を
盛
り
込
ん
だ
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
も
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
国
内
農
業
の
持
続
的
な
発
展
と
そ
の
基
盤

と
し
て
の
農
村
の
振
興
を
基
軸
に
据
え
、
資
材
や
穀
物
な
ど
の
輸
入
も
含
め
て
食
料
の
安
定
的
な
供
給
を
実
現
し
、

併
せ
て
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
食
料
安
全
保
障
を
規
定
し
た
新
た

な
基
本
法
の
初
年
に
、
最
も
重
要
な
主
食
用
米
で
需
給
の
混
乱
と
価
格
高
騰
を
招
い
た
令
和
の
米
騒
動
。
四
半
世
紀

ぶ
り
の
基
本
法
改
正
が
掲
げ
た
食
料
安
全
保
障
の
実
現
に
は
、
こ
の
状
態
の
解
消
に
最
優
先
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、

〝令和の米騒動〟が突き付けた食料安全保障実現への課題
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主
食
用
米
の
持
続
的
な
生
産
・
供
給
体
制
の
構
築
や
生
産
者
と
消
費
者
双
方
が
納
得
で
き
る
合
理
的
な
価
格
形
成
な

ど
も
絵
に
描
い
た
餅
に
な
り
か
ね
ず
、
農
政
は
重
要
な
分
岐
点
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
。

米
政
策
の
見
直
し
に
向
け
た
課
題
多
く

　

農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会
で
は
、「
ど
う
す
る
日
本
の
米
・
水
田
政
策
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
二
五
年
六
月
か
ら

九
月
に
四
回
の
研
究
会
を
開
い
た
。
米
騒
動
の
発
生
要
因
と
そ
の
影
響
、
米
の
生
産
か
ら
流
通
、
消
費
に
至
る
食
料

シ
ス
テ
ム
の
問
題
や
見
直
し
方
向
な
ど
研
究
者
の
分
析
や
提
言
、
ま
た
生
産
者
と
消
費
者
の
立
場
か
ら
率
直
な
受
け

止
め
や
意
見
を
伺
っ
た
。
今
秋
か
ら
本
格
化
す
る
二
七
年
度
か
ら
の
水
田
政
策
関
連
の
議
論
に
向
け
て
も
参
考
に
な

る
指
摘
や
提
言
が
多
か
っ
た
。
進
行
役
と
し
て
携
わ
り
、
印
象
的
だ
っ
た
指
摘
や
提
言
な
ど
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

　

研
究
会
第
一
回
で
は
、
三
菱
総
合
研
究
所
研
究
理
事
の
稲
垣
公
雄
氏
を
講
師
に
、
米
騒
動
の
発
生
要
因
の
分
析
や

今
後
の
米
政
策
に
必
要
な
論
点
を
整
理
し
て
い
た
だ
い
た
。
農
林
水
産
省
の
公
表
デ
ー
タ
か
ら
生
産
量
の
不
足
は
明

確
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
不
足
を
認
め
な
か
っ
た
行
政
の
対
応
に
疑
問
を
呈
し
た
。
価
格
高
騰
を
招
い
た
要
因
に
つ

い
て
は
、
米
の
需
要
供
給
曲
線
は
ほ
ぼ
垂
直
で
あ
り
、
年
間
需
要
量
が
七
〇
〇
万
㌧
を
切
る
状
況
で
は
一
〇
％
程
度

の
不
足
が
生
じ
る
と
価
格
が
跳
ね
上
が
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
分
析
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
概
算
金
引
き
上
げ
は
、

小
売
り
段
階
の
相
場
観
を
基
に
必
要
量
を
確
保
す
る
た
め
に
決
め
ら
れ
る
と
し
、
価
格
高
騰
の
要
因
を
Ｊ
Ａ
な
ど
集

荷
業
者
側
の
責
任
と
す
る
報
道
な
ど
の
誤
り
を
指
摘
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
減
反
を
含
む
生
産
調
整
施
策
に
関
し
て
は
、
大
冷
害
な
ど
数
回
を
除
い
て
不
足
を
生
じ
さ
せ
ず
に
価

格
的
に
も
安
定
さ
せ
て
き
た
点
を
評
価
で
き
る
と
す
る
一
方
、
今
後
の
水
田
政
策
に
つ
い
て
は
農
地
と
農
家
数
の
減

少
は
避
け
ら
れ
ず
、
大
規
模
化
に
よ
る
農
家
の
耕
作
面
積
拡
大
も
今
後
は
難
し
く
な
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。
ま
た
、

中
山
間
地
域
直
接
支
払
い
な
ど
関
連
す
る
支
援
や
中
小
規
模
の
農
家
に
よ
る
生
産
の
持
続
性
確
保
の
必
要
性
に
も
触

れ
、
国
民
的
な
合
意
形
成
を
前
提
に
何
ら
か
の
所
得
補
償
政
策
を
検
討
す
べ
き
と
述
べ
て
い
る
。

　

研
究
会
第
二
回
は
、
日
本
国
際
学
園
大
学
教
授
の
荒
幡
克
己
氏
を
講
師
に
、
米
騒
動
の
要
因
を
天
災
と
人
災
に
分

け
て
数
値
的
に
分
析
。
価
格
高
騰
を
助
長
し
た
業
務
用
需
要
の
存
在
を
指
摘
し
た
。
今
後
の
米
増
産
の
可
能
性
に
つ

い
て
は
産
地
を
調
査
し
た
実
績
を
踏
ま
え
、
地
方
ご
と
の
増
産
余
力
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
て
い
た
だ
い
た
。
高
温

障
害
に
よ
る
精
米
歩
留
ま
り
の
低
下
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
冷
害
と
は
異
な
る
影
響
が
生
じ
て
い

る
と
指
摘
し
、
ふ
る
い
下
米
の
減
少
に
よ
る
加
工
用
原
料
米
の
不
足
な
ど
従
来
に
な
い
被
害
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
省
が
ま
と
め
た
本
年
産
の
水
田
へ
の
作
付
け
意
向
に
つ
い
て
、
飼
料
用
米
な
ど
か
ら
主
食
用
米

へ
の
転
換
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
休
耕
地
の
活
用
な
ど
実
態
と
し
て
水
稲
の
作
付
面
積
の
拡
大
に
結
び
付
い
て
い
な

い
と
分
析
し
た
。
調
査
を
基
に
し
た
全
国
の
稲
作
地
域
の
情
勢
を
紹
介
し
、
主
食
用
米
の
増
産
に
つ
い
て
、
特
に
西

日
本
地
域
で
は
農
家
の
減
少
が
進
み
生
産
余
力
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
東
日
本
は
、
今
後
一
〇
年
ほ
ど
一
定

の
増
産
は
可
能
と
み
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
後
は
西
日
本
と
同
様
に
離
農
に
よ
る
耕
作
放
棄
の
問
題
に
直
面
す
る
と

の
見
方
を
示
し
た
。
こ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
方
向
と
し
て
、
過
去
に
農
家
が
開
発
し
た
多
収
技
術
の
活
用
や
高
温
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対
応
技
術
な
ど
技
術
開
発
の
重
要
性
を
挙
げ
て
い
る
。

　

研
究
会
第
三
回
は
、
新
潟
県
上
越
市
の
中
山
間
部
で
水
稲
四
㌶
を
耕
作
す
る
天
明
伸
浩
氏
を
講
師
に
、
生
産
者
か

ら
見
た
米
騒
動
の
影
響
な
ど
を
地
域
の
稲
作
を
め
ぐ
る
状
況
も
含
め
て
話
し
て
い
た
だ
い
た
。
Ｊ
Ａ
に
出
荷
す
る
米

の
価
格
は
、
三
〇
年
前
の
就
農
以
降
下
が
り
続
け
て
い
た
が
、
米
騒
動
を
機
に
三
〇
年
前
の
価
格
を
上
回
る
水
準
と

な
っ
た
と
報
告
し
た
。
た
だ
、
地
域
農
家
の
高
齢
化
や
離
農
が
進
む
中
、
稲
作
を
継
続
す
る
意
欲
に
ま
で
つ
な
が
っ

て
い
な
い
と
指
摘
し
、
米
の
増
産
に
向
け
て
は
地
域
へ
の
移
住
・
定
住
な
ど
地
域
政
策
と
新
規
就
農
や
経
営
安
定
化

な
ど
の
支
援
策
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
令
和
の
百
姓
一
揆
に
参
加
し
た
動
機
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
人
が
い
な
く

な
る
恐
怖
感
が
あ
り
、
地
域
が
持
続
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

五
㌔
当
た
り
二
千
円
の
小
売
り
価
格
を
目
指
す
と
し
て
実
施
さ
れ
た
政
府
備
蓄
米
の
随
意
契
約
に
よ
る
売
り
渡
し

に
つ
い
て
は
、
貧
困
層
を
対
象
と
し
た
政
策
の
必
要
性
を
認
め
つ
つ
も
、
主
食
用
米
の
価
格
に
影
響
を
及
ぼ
す
政
策

と
は
別
建
て
の
政
策
で
実
施
す
る
必
要
性
を
訴
え
た
。
中
山
間
地
域
の
稲
作
に
対
し
て
は
、
規
模
拡
大
が
難
し
い
な

ど
の
状
況
を
踏
ま
え
た
不
利
補
正
や
環
境
支
払
い
な
ど
の
構
築
を
提
案
し
た
。

　

研
究
会
第
四
回
は
、
生
活
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
村
上
彰
一
氏
を
講
師
に
、
米
騒
動
へ
の
対
応
な
ど
を
紹
介
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
離
農
の
増
加
な
ど
生
産
現
場
の
問
題
解
決
に
向
け
た
生
協
の
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
い
た
だ
い
た
。

米
騒
動
の
際
に
は
、
注
文
が
殺
到
し
て
購
入
数
量
の
制
限
や
値
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
紹
介
。
主
要
な
産

地
と
は
、
特
別
栽
培
米
を
基
本
に
価
格
交
渉
し
て
き
た
も
の
の
、
米
騒
動
を
機
に
普
通
栽
培
米
の
価
格
が
大
き
く
値

上
が
り
し
た
こ
と
が
、
二
五
年
産
以
降
の
価
格
交
渉
を
難
し
く
し
て
い
る
と
訴
え
た
。
ま
た
、
畜
産
農
家
と
も
連
携

し
て
進
め
て
き
た
飼
料
用
米
に
つ
い
て
、
財
政
負
担
が
大
き
い
と
問
題
視
す
る
財
務
省
の
姿
勢
を
批
判
し
、
米
騒
動

を
機
に
主
食
用
米
へ
転
換
す
る
動
き
が
あ
る
と
し
て
、
飼
料
用
米
の
取
組
み
継
続
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

水
田
政
策
の
見
直
し
で
は
、
飼
料
用
米
の
生
産
も
含
め
、
水
田
を
水
田
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
を
基
本
に
す
べ
き

と
要
望
し
た
。
生
協
と
し
て
、
生
消
交
流
の
機
会
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
そ
の
延
長
と
し
て
移
住
定
住
の
拠

点
を
山
形
県
庄
内
地
方
に
オ
ー
プ
ン
し
、
す
で
に
移
住
者
も
い
る
と
紹
介
し
た
。
農
業
の
支
援
や
合
理
的
な
価
格
形

成
を
進
め
る
う
え
で
、
生
産
者
や
産
地
を
知
る
活
動
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

農
林
水
産
省
に
よ
る
米
騒
動
の
要
因
分
析
と
水
田
政
策
の
見
直
し

　

農
林
水
産
省
は
八
月
五
日
、
首
相
を
本
部
長
と
す
る
米
の
安
定
供
給
等
実
現
関
係
閣
僚
会
議
で
、
米
価
高
騰
の
要

因
と
対
応
の
検
証
結
果
を
示
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
人
口
減
少
な
ど
需
要
の
マ
イ
ナ
ス
・
ト
レ
ン
ド
継

続
を
前
提
に
翌
年
産
の
需
要
量
見
通
し
と
生
産
量
の
見
通
し
を
作
成
し
て
お
り
、
二
二
年
秋
、
二
三
年
秋
の
見
通
し

作
成
時
に
も
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
）
な
ど
の
需
要
増
加
や
高
温
障
害
に
よ
る
精
米
歩
留
ま
り
の
低
下
（
必

要
供
給
量
の
増
加
）
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
考
慮
し
な
か
っ
た
こ
と
が
需
要
量
に
対
す
る
生
産
量
の
不
足
を

招
い
た
と
分
析
。
民
間
在
庫
の
取
り
崩
し
な
ど
需
要
量
に
見
合
う
供
給
量
の
確
保
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
民
間
在
庫

の
多
く
は
売
り
先
が
決
ま
っ
て
い
て
緊
急
事
態
に
対
応
で
き
る
バ
ッ
フ
ァ
ー
に
は
な
り
え
な
い
状
況
が
あ
り
、
流
通
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段
階
で
次
年
度
の
端
境
期
に
米
が
不
足
す
る
と
の
不
安
か
ら
調
達
競
争
が
発
生
し
、
二
四
年
夏
の
米
価
高
騰
の
要
因

に
な
っ
た
と
結
論
付
け
た
。
さ
ら
に
同
省
が
生
産
量
（
玄
米
ベ
ー
ス
）
は
足
り
て
い
る
と
の
認
識
を
変
え
ず
、
流
通

実
態
の
把
握
に
消
極
的
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
情
報
発
信
が
不
十
分
で
あ
り
、
政
府
備
蓄
米
は
不
作
時
に
放
出
す
る
と

の
ル
ー
ル
に
縛
ら
れ
て
放
出
時
期
の
遅
延
を
招
き
、
さ
ら
な
る
価
格
高
騰
を
招
い
た
と
し
た
。
生
産
量
の
不
足
は
、

二
三
／
二
四
年
は
四
〇
～
五
〇
万
㌧
程
度
（
需
要
量
の
六
～
八
％
程
度
）、
二
四
／
二
五
年
は
二
〇
～
三
〇
万
㌧
程
度

（
同
四
～
五
％
程
度
）
と
算
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、
二
二
年
秋
、
二
三
年
秋
の
需
要
と
生
産
量
の
見
通
し
作
成
の

時
点
、
二
四
年
八
月
に
米
の
供
給
が
停
滞
し
た
時
点
、
そ
の
後
の
価
格
高
騰
が
継
続
し
た
時
点
と
、
従
来
と
は
異
な

る
事
態
が
米
流
通
に
お
き
て
い
る
と
気
づ
く
べ
き
状
況
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
気
づ
く
こ
と
な
く
対
応
が
遅

れ
た
と
い
う
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
今
後
の
方
向
性
と
し
て
同
省
は
、
①
需
給
の
変
動
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
官
民
合
わ
せ

た
備
蓄
の
活
用
や
耕
作
放
棄
地
も
活
用
し
つ
つ
増
産
に
か
じ
を
切
る
政
策
へ
の
移
行
②
農
地
の
集
積
・
集
約
、
大
区

画
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活
用
、
節
水
型
乾
田
直
播
な
ど
新
た
な
農
法
な
ど
を
通
じ
た
生
産
性
の
向
上
③
増
産

の
出
口
と
し
て
の
輸
出
の
抜
本
的
拡
大
④
精
米
ベ
ー
ス
の
供
給
量
・
需
要
量
や
消
費
動
向
の
把
握
な
ど
を
通
じ
た
余

裕
を
持
っ
た
需
給
見
通
し
の
作
成
と
消
費
拡
大
⑤
流
通
構
造
の
透
明
性
確
保
の
た
め
の
実
態
把
握
や
流
通
の
適
正
化

を
通
じ
た
生
産
者
・
消
費
者
の
納
得
感
の
醸
成
⑥
作
物
ご
と
の
生
産
性
向
上
へ
の
転
換
、
環
境
負
荷
低
減
に
資
す
る

新
た
な
仕
組
み
の
創
設
な
ど
二
七
年
度
か
ら
の
水
田
政
策
の
見
直
し

―
を
挙
げ
て
い
る
。
二
〇
二
六
年
度
予
算
概

算
要
求
で
は
、
米
の
需
要
に
応
じ
た
増
産
実
現
予
算
と
位
置
付
け
、
二
五
年
度
当
初
予
算
対
比
で
一
七
・
一
％
増
の

二
兆
六
五
八
八
億
円
を
計
上
。
持
続
的
な
水
田
農
業
の
実
現
に
向
け
た
農
地
集
積
・
集
約
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

の
導
入
、
米
の
生
産
コ
ス
ト
の
大
幅
な
削
減
な
ど
に
取
り
組
む
方
針
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
食
料
安
全
保
障
の
確

保
な
ど
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
に
機
動
的
・
弾
力
的
な
対
応
が
必
要
な
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
対

応
は
年
末
ま
で
の
予
算
編
成
過
程
で
検
討
す
る
事
項
要
求
と
し
て
予
算
の
上
積
み
を
図
る
方
針
だ
。

　

水
田
政
策
見
直
し
に
向
け
た
政
府
方
針
は
、
個
別
経
営
の
規
模
拡
大
や
農
地
の
集
積
・
集
約
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

活
用
な
ど
構
造
転
換
を
基
本
に
据
え
て
い
る
点
で
従
来
か
ら
進
め
て
き
た
政
策
の
踏
襲
・
拡
大
と
映
る
。
そ
の
一
方
、

農
林
水
産
省
が
九
月
九
日
に
明
ら
か
に
し
た
都
道
府
県
別
の
地
域
計
画
策
定
状
況
に
よ
る
と
、
一
〇
年
後
の
受
け
手

を
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
農
地
の
全
国
平
均
は
約
三
割
で
あ
る
も
の
の
、
一
七
都
府
県
で
受
け
手
を
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
な
い
農
地
が
五
割
を
超
え
て
い
る
。
し
か
も
中
山
間
地
の
多
い
中
国
、
四
国
の
県
が
中
心
だ
。

　

研
究
会
各
講
師
の
報
告
な
ど
も
踏
ま
え
れ
ば
、
農
地
の
維
持
と
生
産
性
の
向
上
は
、
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
集
積

と
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
実
装
だ
け
で
は
困
難
と
言
え
る
。
特
に
中
山
間
地
な
ど
条
件
不
利
地
の
維
持
に
は
、
小
規

模
や
兼
業
も
含
め
て
多
様
な
受
け
手
の
育
成
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。
政
府
方
針
で
環
境
低
減
に
資
す
る
新
た
な
仕
組

み
な
ど
さ
れ
て
い
る
関
連
的
な
対
策
の
部
分
の
具
体
化
が
、
現
状
で
受
け
手
を
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
農
地
の
解

消
に
は
重
要
な
施
策
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
中
山
間
地
な
ど
の
条
件
不
利
農
地
を
活
用
で
き
る
水
田
政
策
の
構
築
が
食

料
安
全
保
障
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
る
。�

（
し
も
や
ま
・
た
か
お　

元
農
業
共
済
新
聞
）


